
令和６年度自閉症・情緒障害特別支援学級サポート事業報告書（記入例）

（小・中・義務教育学校）
事業実施校名　○○小学校　　　　（障害種別）　自閉症・情緒障害　　（学年）　　５　　　

サポート校名又はサポート事務所　　　　　○○教育事務所　　　　　　

	実施した事業回数
	２回


	実施期日
	事業内容
	成果と課題

	○月○日（○）
	・打ち合わせ

・授業参観

（自立活動：スケジュール管理）

・協議
	成果：児童にとって、スケジュールを事前に知らせる工夫が適切であることが確認できた。

課題：突然の予定変更の際には、目立つように印をつけて注目できるようにしたうえで確認することが望ましい。

	○月○日（○）
	・打ち合わせ

・授業参観

（自立活動：気持ちの切り替え）

・協議
	成果：ロールプレイを通して学習することによって、客観的に適切な言動を考えることができた。

課題：普段の生活に生かせるようにするために、ちょうど良いタイミングで褒め、子ども自身が褒められていることを理解していることが大切である。他の教師と情報共有して褒めてもらえる機会を増やしたり、場面や時間を区切ってできたときに褒めたりするなどして、定着するように取り組みたい。トークンの利用も検討する。


※ この様式は特別支援教育課のホームページからダウンロードできます。


令和６年度自閉症・情緒障害特別支援学級サポート事業報告書

（小・中・義務教育学校）
事業実施校名　　　　　　　　　　　　（障害種別）　　　　　　　　（学年）　　　　　　　　

サポート校名又はサポート事務所　　　　　　　　　　　　　　　　

	実施した事業回数
	回


	実施期日
	事業内容
	成果と課題

	
	
	成果：
課題： 

	
	
	成果：
課題：


※ この様式は特別支援教育課のホームページからダウンロードできます。

様式２（記入例）





・子どもの変容や、どのような助言を受けて今後どうしていくかなど、様子が分かるように具体的に書いてください。


・枠内に収まる程度で構いません。


・必要に応じて枠を調整してください。





様式２








